
（別添１）

令和　　年　　月　　日

協議会名：

評価対象事業名：

①補助対象事業者等 ②事業概要
③前回（又は類似事業）の
事業評価結果の反映状況

⑥事業の今後の改善点
（特記事項を含む）

【補助対象となる事業
者名等の名称を記載】

【系統名・航路名・設備名、運行（航）区間、整備
内容等を記載（陸上交通に係る確保維持事業に
おいて、車両減価償却費等及び公有民営方式車
両購入費に係る国庫補助金の交付を受けている
場合、離島航路に係る確保維持事業において離
島航路構造改革補助（調査検討の経費を除く。）
を受けている場合は、その旨記載）】

【事業評価の評価対象期間
において、前回の事業評価
結果をどのように生活交通
確保維持改善計画に反映さ
せた上で事業を実施したか
を記載】

A
・
B

・
C
評
価

【計画に基づく事業が適切に実
施されたかを記載。計画どおり
実施されなかった場合には、理
由等記載】

A
・
B

・
C
評
価

【計画に位置付けられた定量的
な目標・効果が達成されたかを、
目標ごとに記載。目標・効果が
達成できなかった場合には、理
由等を分析の上記載】

【事業の今後の改善点及びより適切な目標を記
載。改善策は、事業者の取り組みだけでなく、地
域の取り組みについて広く記載。特に、評価結果
を生活交通確保維持改善計画にどのように反映
させるか（方向性又は具体的な内容）を必ず記載
すること。】
※なお、当該年度で事業が完了した場合はその
旨記載

平和コーポレーション株
式会社

日吉＝明世ルート

・各路線の利用状況を把握
するため、地元に対して、要
望調査を行うとともに、デマ
ンド交通利用者にアンケート
を送付し、利用者ニーズの
把握に努めた。
・利用の少ない乗降場所に
ついては、廃止を検討する
等、路線の利用状況に応じ
て、見直しを実施した。
・コロナ禍による影響で、利
用者の減少が見られたた
め、生活交通確保維持改善
計画内の目標数値を見直
し、下方修正した。

A 計画どおり事業は実施された。 Ｃ

１日の稼働便数は６便中１．９９
便、利用人数は２．９６人で、目
標値（１日２便、利用人数４人）
に対し、稼働便数は僅かに、利
用人数は大幅に達成できなかっ
た。主に高齢者が通院や買い物
の足として利用しているため、移
動中及び目的地での新型コロナ
ウイルスの感染を危惧し、利用
機会を減らしていることが理由と
して考えられる。

・稼働便数等について、計画の目標数
値達成を目指し、新規利用者の増加を
図るため、引き続き制度周知に努め
る。
・アンケート等を通して、利用者のニー
ズを把握し、利便性の向上につなげて
いく。
・乗降場所や運行ルートについて、効
率的な運行ができるよう、適宜見直し
を図る。

平和コーポレーション株
式会社

大湫＝日吉東部ルート

・各路線の利用状況を把握
するため、地元に対して、要
望調査を行うとともに、デマ
ンド交通利用者にアンケート
を送付し、利用者ニーズの
把握に努めた。
・コロナ禍による影響で、利
用者の減少が見られたた
め、生活交通確保維持改善
計画内の目標数値を見直
し、下方修正した。
・令和５年度に地域公共交
通計画を策定するにあたり、
デマンド交通の利用が激減
している大湫地区を課題と
する重点地区として、記載す
る。

A 計画どおり事業は実施された。 Ｃ

１日の稼働便数は６便中１．３１
便、利用人数は１．８８人で、目
標値（１日１．５便、利用人数３
人）に対し、稼働便数、利用人数
ともに達成できなかった。主に高
齢者が通院や買い物の足として
利用しているため、移動中及び
目的地での新型コロナウイルス
の感染を危惧し、利用機会を減
らしていることが理由として考え
られる。

・稼働便数等について、計画の目標数
値達成を目指し、新規利用者の増加を
図るため、引き続き制度周知に努め
る。
・アンケート等を通して、利用者のニー
ズを把握し、利便性の向上につなげて
いく。
・乗降場所や運行ルートについて、効
率的な運行ができるよう、適宜見直し
を図る。
・令和５年度作成予定の公共交通計画
において、大湫地区を計画内の課題
地区として記載し、どの程度のサービ
ス基準が必要であるか等の具体的な
目標を設定していく。
・地区の取組みとしては、大湫町の広
報紙にデマンド交通の利用状況と利用
を呼び掛ける記事を掲載している。
・引き続き区長会等に出向き、デマンド
交通の制度についての説明会を実施
する。

平和コーポレーション株
式会社

釜戸ルート

・各路線の利用状況を把握
するため、地元に対して、要
望調査を行うとともに、デマ
ンド交通利用者にアンケート
を送付し、利用者ニーズの
把握に努めた。
・利用者の要望により、乗降
場所を新設し、利便性の向
上を図った。
・利用の少ない乗降場所に
ついては、廃止を検討する
等、路線の利用状況に応じ
て、見直しを実施した。
・コロナ禍による影響で、利
用者の減少が見られたた
め、生活交通確保維持改善
計画内の目標数値を見直
し、下方修正した。

A 計画どおり事業は実施された。 A

１日の稼働便数は６便中２．１４
便、利用人数は３．９７人で、目
標値（１日１．５便、利用人数３
人）に対し、稼働便数、利用人数
ともに達成することができた。
コロナ禍による外出自粛ムード
が続くなかでも唯一利用者数を
落とすことなく推移できた。運行
開始のH29より、年々稼働率が
上昇していることから、デマンド
交通が地域に根付いてきたもの
と考える。

・より高い目標を設定し、今後も利用者
の増加を図り、稼働率をあげられるよ
う、制度周知等に注力していく。
・アンケート等を通して、利用者のニー
ズを把握し、利便性の向上につなげて
いく。
・乗降場所や運行ルートについて、効
率的な運行ができるよう、適宜見直し
を図る。

瑞浪市地域公共交通会議

地域内フィーダー系統確保維持費国庫補助金

地域公共交通確保維持改善事業・事業評価（生活交通確保維持改善計画に基づく事業）

④事業実施の適切性 ⑤目標・効果達成状況

資料３

令和4年1月14日

令和3年度第2回瑞浪市地域公共交通会議

1/1


